
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

三

九

七

号

東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被

災
者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者
高

橋

千

鶴

子

畠

山

和

也
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東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被

災
者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
質
問
主
意
書

福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
か
ら
四
年
余
り
が
経
過
し
た
現
在
も
、
依
然
と
し
て
多
く
の
被
災
者
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。

過
日
、
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者

の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
支
援
法
」
）
に
基
づ
く
、
「
被
災
者
生
活
支
援
等
施
策
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
の
改
定
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、
自
主
避
難
者
に
対
す
る
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与

を
平
成
二
十
九
年
三
月
末
で
打
ち
切
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
被
災
者
か
ら
不
安
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

改
定
さ
れ
た
「
被
災
者
生
活
支
援
等
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
は
、
避
難
指
示
区
域
以
外
か
ら
の
避
難
者

に
対
す
る
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
を
平
成
二
十
九
年
三
月
末
ま
で
と
し
た
福
島
県
の
決
定
に
つ
い
て
、
「
空
間
放
射
線
量
が

大
幅
に
低
減
し
て
い
る
こ
と
等
と
も
整
合
的
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
の
福
島
県
の
決
定
を
政
府
が
追
認
す
る
こ
と
は
、
被
災
者
の
避
難
の
選
択
を
尊
重
し
支
援
す
る
と
し

一



た
「
支
援
法
」
第
二
条
第
二
項
と
整
合
し
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
空
間
放
射
線
量
が
大
幅
に
低
減
し
て
い
る
こ

と
等
と
も
整
合
的
で
あ
る
」
と
の
文
言
は
削
除
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

二

自
主
避
難
者
に
対
す
る
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
打
ち
切
り
を
妥
当
と
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
支
援
法
」
第
五
条
第
三

項
及
び
同
法
第
十
四
条
に
基
づ
く
被
災
者
の
ど
の
よ
う
な
意
見
を
反
映
し
た
の
か
。

三

「
支
援
法
」
第
二
条
第
二
項
は
、
「
被
災
者
一
人
一
人
が
第
八
条
第
一
項
の
支
援
対
象
地
域
に
お
け
る
居
住
、
他
の
地
域

へ
の
移
動
及
び
移
動
前
の
地
域
へ
の
帰
還
に
つ
い
て
の
選
択
を
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
被
災
者

が
そ
の
い
ず
れ
を
選
択
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
適
切
に
支
援
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

当
該
支
援
策
の
打
ち
切
り
が
、
「
支
援
法
」
第
二
条
第
二
項
に
い
う
居
住
、
移
動
、
帰
還
を
被
災
者
が
選
択
す
る
に
際

し
、
「
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
行
う
」
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
と
い
え
る
根
拠
は
何
か
。

四

公
営
住
宅
入
居
円
滑
化
に
よ
る
支
援
施
策
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
が
、
抽
選
な
し
で
優
先
的
に
入
居
で
き
る
い
わ
ゆ
る

「
特
定
入
居
」
を
適
用
し
な
い
よ
う
自
治
体
に
求
め
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
事
実
か
。

事
実
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
「
特
定
入
居
」
の
適
用
除
外
を
判
断
し
た
の
か
。

五

公
営
住
宅
入
居
円
滑
化
に
よ
る
支
援
施
策
は
、
住
宅
の
確
保
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
実
効
性
が
乏
し
い
。
「
支
援

二



法
」
第
九
条
に
基
づ
く
国
が
講
ず
る
「
住
宅
の
確
保
に
関
す
る
施
策
」
に
て
ら
し
て
、
現
在
の
「
み
な
し
仮
設
」
を
「
み
な

し
復
興
公
営
住
宅
」
と
し
て
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


